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第４章 CES クラスⅢの導入、運用の流れ 

  

 CES クラスⅢの導入、運用の流れは、次のとおりです。 

 

    【各段階】            【実施事項】            ※【様式】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※様式の使用は任意であり、実施事項を満たしていれば、当該事業者によるものでも可とする。 

（１）CES の適用範囲の決定 

（２）CES 体制の決定 

（３）エネルギー使用量等の把握 

（４）環境法規制の特定 

（５）資格業務の特定 

（リスクと機会の特定） 

3-1 現状確認表 

Step２： 

計画の策定 

（１）環境方針の策定 

（２）環境目標の設定 

（実行チェックシートの作成） 

3-2 計画表・実績表 

3-3 実行チェックシート 

Step３： 

計画の実施 

（１）教育の実施 

（２）情報記録の管理 

3-4 教育実施報告書 

3-5 情報記録書 

Step４： 

点検・評価 

Step５： 

見直し 

（１）環境目標の達成状況の評価 

（２）環境法規制の順守状況の評価 

（３）問題解決報告書の作成（該当す

る場合のみ） 

（実行チェックシートによる点検） 

（１）経営者による見直し 

（２）改善 

3-1 現状確認表 

3-2 計画表・実績表 

3-3 実行チェックシート 

3-6 問題解決報告書 

3-7 活動報告書 

Step１：  

事前準備 
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第５章 CES クラスⅢ段階別の実施事項 

 

 CES クラスの段階別の実施事項（推奨事項を含む）は、以下のとおりです。 

 

Step１：事前準備 

 （１）CES の適用範囲の決定 

    ◎事業者は、CES を適用する事業所、対象となる人及び事業内容を決定すること。 

 （２）CES 体制の決定 

    ◎経営者は、CES の運用にかかわる責任者及び担当者を決定すること。 

（３）エネルギー使用量等の把握 

   ◎事業者は、事業所におけるエネルギー使用量等を把握し、二酸化炭素排出量を算定す 

ること。 

    ①電気、ガス、灯油、軽油、重油、LPG、天然ガス、ガソリン、上水道、下水道、用 

     紙の使用量 

    ②一般廃棄物、産業廃棄物の排出量 

    ※二酸化炭素排出量の算定については、資料 1「二酸化炭素排出量の算定方法につい 

て」を参照。 

（４）環境法令等の特定 

   ◎事業者は、事業活動に伴い適用を受ける環境法令等を特定すること。 

    また、事故や緊急事態の発生により、環境に有害な影響を及ぼす事項を特定し、必要 

と判断した場合は、「緊急事態対応手順書」を作成すること。 

    緊急事態の例：火災の発生による設備等の消失、重油等の漏洩による土壌汚染、毒物・

劇物の漏洩による健康被害の発生 

    ※環境法令等の特定については、資料２「環境法令等一覧表」を参照。 

（５）資格業務の特定 

   ◎事業者は、毒物・劇物の取扱い等の資格を有する業務を特定すること。 

（６）リスクと機会の特定 

   ○事業者は、事業活動に伴う環境上のリスク（潜在的で有害な影響を及ぼすもの）と機 

 会（潜在的で有益な影響を及ぼすもの）を特定すること。 

    リスクの例：自然災害による設備等の故障、労働災害・事故による事業活動の停止、

環境法令の制定・改正への未対応による順守の逸脱 

    機会の例：CES 認証取得による企業イメージの向上、千代田区の環境イベントへ 

の参加機会の創出、CES 監査を通じた EMS の改善 
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Step２：計画の策定 

（１）環境方針の作成 

   ◎経営者は、次の事項を含めて、環境方針を作成すること。 

    ①対象となる事業内容を明確にする。 

    ②環境目標を設定し、見直しを行う。 

    ③環境法規制を順守する。 

    ④脱炭素社会を目指して取組むこと、または、脱炭素社会を目指す取組みによりその 

実現に貢献する。 

   ◎環境方針を公表すること。 

（２）環境目標の設定 

   ◎事業者は、環境方針、エネルギー使用量等の把握、二酸化炭素排出量の算定結果から、

排出量の削減に関する環境目標を設定すること。 

   ○事業者は、2050 年までの脱炭素社会を目指すことを視野に入れて、⾧期的な視点によ

り、環境目標を設定すること。 

（３）実行チェックシートの作成 

   ○事業者は、環境目標の実施状況を点検するためのチェックシートを作成すること。 

    ※取組内容については、資料３「CES 活動における行動の具体例」を参照。 

 

Step３：計画の実施 

（１）教育の実施 

   ◎経営者または責任者は、次の事項について、対象となる人に周知し、認識させること。

①環境方針 

②環境目標と達成するための取組み 

③順守する環境法令等 

④経営者からの改善の指示 

（２）情報記録の管理 

  ◎事業者は、事業所内で環境に関する提案事項等があった場合は記録すること。 

また、事業所外からの苦情や要望等に対応した場合は、記録すること。 

 

 Step４：点検・評価 

 （１）環境目標の達成状況の評価 

    ◎事業者は、環境目標の達成状況を定期的に評価すること。  

 （２）環境法規制の順守状況の評価 

    ◎事業者は、環境法規制の順守状況を定期的に評価すること。 

 （３）問題解決報告書の作成 

    ◎事業者は、次の事項に該当する場合は、問題解決報告書を作成すること。 

     ①環境目標が 2 回以上連続して達成できていない場合 
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②年間で環境目標が達成できていない場合 

     ③環境法規制が順守されていない場合 

     ④緊急事態が発生した場合 

 

 （４）実行チェックシートによる点検 

    ○事業者は、環境目標を達成するための実行チェックシートの結果を評価すること。 

 

Step５：見直し 

 （１）経営者による見直し 

    ◎経営者は、EMS の運用の結果をもとに見直しを行い、次の事項を決定すること。 

     ①環境方針の変更の有無 

     ②次年度の環境目標のあり方 

     ③EMS の導入、運用における改善の指示 

 （２）改善 

    ◎責任者及び担当者は、経営者による見直しの結果を受けて、EMS を改善すること。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料編】 

 

 

CES クラスⅢ 様式集 
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１　適用範囲

所 在 地

対 象 者

事業内容

２　CESの体制

CES責任者

CES担当者

エネルギー種別 排出係数
CO2排出量
(㎏-CO2)

電気
（契約先）：　　記載例）　東京電力
　　　　　　　　ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ㈱

2,000  Kwh 0.451 902,000

ガス ㎥ 0

灯油  ℓ 0

軽油  ℓ 0

重油  ℓ 0

LPG  ㎥ 0

LNG  ㎥ 0

ガソリン   ℓ 0

合計 902,000

水道（上下）
　  ℓ

用紙
　 枚

一般廃棄物
　 袋

産業廃棄物
　 ㎏

４　環境法令等

環境法令等の名称 順守事項 順守確認日 確認結果

○

５　有資格業務

業務名 資格の名称

リスク

機  会

様式3-1

研修等の受講実績

使用量等

３　エネルギー使用量

現状確認表

作成日：　　　　　　　　　　　　　　　

作成者：　　　　　　　　　　　　　　　

６　リスクと機会（推奨事項）

緊急事態の有無

資格者氏名
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様
式

3-
2

計
画

表
・

実
績

表
作

成
日

：

C
O

2排
出

量
算

定
の

対
象

と
な

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

作
成

者
：

前
年

実
績

0
0

0
0

前
年

度
実

績
値

 
%

(目
標

)

今
年

度
実

績
値

20
0

20
0

20
0

20
0

20
0

20
0

1,
20

0
0

1,
20

0
52

1

累
積

増
減

％
#D

IV
/0

!
#D

IV
/0

!
#D

IV
/0

!
#D

IV
/0

!
#D

IV
/0

!
#D

IV
/0

!

目
標

：
(k

g-
C

O
2/

kW
h)

実
行

チ
ェ

ッ
ク

者
：

評
価

（
○

×
）

0
12

00
52

1

＜
上

半
期

の
ま

と
め

＞
（

記
入

者
：

○
○

 
○

○
）

＜
年

度
の

ま
と

め
＞

（
記

入
者

：
○

○
 

○
○

）
＜

次
年

度
へ

の
反

映
＞

（
記

入
者

：
○

○
 

○
○

）

前
年

実
績

0
0

0
0

前
年

度
実

績
値

 
%

(目
標

)

今
年

度
実

績
値

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

60
0

0
60

0
22

4

累
積

増
減

％
#D

IV
/0

!
#D

IV
/0

!
#D

IV
/0

!
#D

IV
/0

!
#D

IV
/0

!
#D

IV
/0

!

目
標

：
(k

g-
C

O
2/

㎥
)

実
行

チ
ェ

ッ
ク

者
：

評
価

（
○

×
）

0
60

0
22

4

＜
上

半
期

の
ま

と
め

＞
（

記
入

者
：

○
○

 
○

○
）

＜
年

度
の

ま
と

め
＞

（
記

入
者

：
○

○
 

○
○

）
＜

次
年

度
へ

の
反

映
＞

（
記

入
者

：
○

○
 

○
○

）

前
年

実
績

0
0

0
0

0

前
年

度
実

績
値

 
%

(目
標

)

今
年

度
実

績
値

0
0

0
0

74
5

累
積

増
減

％

目
標

：
(k

g-
C

O
2/

l)
実

行
チ

ェ
ッ

ク
者

：
評

価
（

○
×

）
0

0
0

74
5

＜
上

半
期

の
ま

と
め

＞
（

記
入

者
：

○
○

 
○

○
）

＜
年

度
の

ま
と

め
＞

（
記

入
者

：
○

○
 

○
○

）
＜

次
年

度
へ

の
反

映
＞

（
記

入
者

：
○

○
 

○
○

）

C
O

2排
出

量

削
減

目
標

値

排
出

C
O

2量
/年

(㎏
-C

O
2)

1

8月
9月

小
計

10
月

達
成

方
法

/担
当

者
名

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

月
次

実
績

チ
ェ

ッ
ク

結
果

小
計

合
計

2
東

京
ガ

ス
0.

37
30

00

3

記
載

例

ガ
ソ

リ
ン

 
△

５
％

排
出

C
O

2量
/年

(㎏
-C

O
2)

排
出

C
O

2量
/年

(㎏
-C

O
2)

記
載

例

ガ
ス

 
△

５
％

東
京

電
力

ｴﾅ
ｼﾞ

ｰﾊ
ﾟｰ

ﾄﾅ
ｰ目
標

事
項

、
目

標
値

契
約

先
、

C
O

2排
出

係
数

記
載

例

電
力

 
△

５
％

0.
43

40
00

11
月

12
月

7月
1月

2月
3月

4月
5月

6月

排
出

C
O

2量
/年

(会
社

計
㎏

-C
O

2）
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様
式

3-
2

作
成

日
：

C
O

2排
出

量
算

定
の

対
象

外
と

な
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
作

成
者

：

前
年

実
績

0
0

0

昨
年

度
実

績
値

 
%

(目
標

)
本

年
度

実
績

値
0

0
0

累
積

増
減

％

目
標

：
実

行
チ

ェ
ッ

ク
者

：
評

価
（

○
×

）

＜
上

半
期

の
ま

と
め

＞
（

記
入

者
：

○
○

 
○

○
）

＜
年

度
の

ま
と

め
＞

（
記

入
者

：
○

○
 

○
○

）
＜

次
年

度
へ

の
反

映
＞

（
記

入
者

：
○

○
 

○
○

）

前
年

実
績

0
0

0

昨
年

度
実

績
値

 
%

(目
標

)
本

年
度

実
績

値
0

0
0

累
積

増
減

％

目
標

：
実

行
チ

ェ
ッ

ク
者

：
評

価
（

○
×

）
＜

上
半

期
の

ま
と

め
＞

（
記

入
者

：
○

○
 

○
○

）
＜

年
度

の
ま

と
め

＞
（

記
入

者
：

○
○

 
○

○
）

＜
次

年
度

へ
の

反
映

＞
（

記
入

者
：

○
○

 
○

○
）

前
年

実
績

0
0

0

本
年

度
実

績
値

0
0

0
累

積
増

減
％

目
標

：
実

行
チ

ェ
ッ

ク
者

：
評

価
（

○
×

）
＜

上
半

期
の

ま
と

め
＞

（
記

入
者

：
○

○
 

○
○

）
＜

年
度

の
ま

と
め

＞
（

記
入

者
：

○
○

 
○

○
）

＜
次

年
度

へ
の

反
映

＞
（

記
入

者
：

○
○

 
○

○
）

計
画

表
・

実
績

表

目
標

事
項

、
目

標
値

契
約

先
、

C
O

2排
出

係
数

達
成

方
法

/担
当

者
名

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

月
次

実
績

チ
ェ

ッ
ク

結
果

4月
5月

6月
7月

8月
9月

小
計

10
月

小
計

合
計

1

記
載

例

水
道

 
△

５
％

11
月

12
月

1月
2月

3月

2

東
京

都

3
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様
式

３
-３

例
）
山

田
　

太
郎

例
）
山

田
　

花
子

例
）
大

谷
　

昌
平

照
明

4
3

4
3
.7

空
調

0

O
A

機
器

類
0

給
湯

器
・
電

気
ポ

ッ
ト

0

車
の

使
用

0

そ
の

他
0

ガ
ス

の
使

用
量

の
削

減
0

水
使

用
量

の
削

減
0

紙
の

使
用

量
の

削
減

0

ご
み

の
分

別
・
削

減
、

リ
サ

イ
ク

ル
0

マ
イ

バ
ッ

ク
、

水
筒

・
マ

イ
カ

ッ
プ

、
マ

イ
箸

等
の

使
用

0

照
明

0

空
調

0

換
気

0

給
湯

0

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

0

照
明

0

空
調

0

給
湯

0 0

保
守

点
検

の
徹

底

機
器

使
用

の
省

エ
ネ

目
標

に
よ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

管
理

実
行

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
作

成
日

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

作
成

者
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

日
常

的
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
行

動

そ
の

他
の

環
境

保
全

行
動

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

運
転

の
推

進

取
組

分
野

取
組

内
容

担
当

者
氏

名
平

均
値

５
：

１
０

割
実

行
で

き
た

４
：

８
割

実
行

で
き

た
３

：
５

割
実

行
で

き
た

２
：

３
割

実
行

で
き

た
１

：
１

割
実

行
で

き
た

０
：

実
行

で
き

な
か

っ
た

《
自

己
評

価
基

準
》
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様式3-4

教育の名称

実施日時

実施場所

講師等の氏名 使用教材

作成日：           

作成者：           

教育実施報告書

教育の有効性評価

（講師または受講者が記入）

教育の内容

受講者氏名

（氏名を全て記入）
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様式3-5

期間：      ～       

対応日 内 容 対 応

（申入れ者：  ）（受付： ） （ /  対応者  ）

（申入れ者：  ）（受付： ） （ /  対応者  ）

（申入れ者：  ）（受付： ） （ /  対応者  ）

（申入れ者：  ）（受付： ） （ /  対応者  ）

（申入れ者：  ）（受付： ） （ /  対応者  ）

（申入れ者：  ）（受付： ） （ /  対応者  ）

（申入れ者：  ）（受付： ） （ /  対応者  ）

（申入れ者：  ）（受付： ） （ /  対応者  ）

（申入れ者：  ）（受付： ） （ /  対応者  ）

（申入れ者：  ）（受付： ） （ /  対応者  ）

2

情報記録書

1

3

4

5

9

10

6

7

8
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様式3-7

添付書類

□ 様式3-1_現状確認表 
□ 様式3-2_計画表 ・実績表 
□ 様式3-3_実行チェックシート

□ 様式3-4_教育実施報告書

□ 様式3-5_情報記録書
□ 様式3-6_問題解決報告書
□ CES監査報告書（外部資料）

１  年間活動のまとめ
(1) 前回の経営者による見直しの際の改善事項への対応

(2) CES監査による指摘事項に関する処置

不適合：      

要改善：        

指導助言：    

(3) 法令等の変更

２，経営者による見直し
(1) 環境方針の変更の有無

(2) 次年度の環境目標のあり方

(3) EMSにおける改善事項

 活動報告書

作成日：          

作成者：          



 
 

 


